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日 t 生活も.«4さん U かか 
10と条しいXッセイに ffh る 


蛑砵田4^36さん 

ニヶ 月し か铨んでいない »1 の代表に 
な P てし t つたの T 本入6ビック VL 
た今_の ixil 薨 ttl : 壤味な才«だ“ 
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^«_(cJj なにか、かわつ 

^^ ks たことをした人' 
Z 7 まわりの人の気持を 
あかるくした人☆こぅ 
E いぅ「立川人」を一年がかり 
錢で旦 念に訪問し、わが立川で s € 力 

メラマンが入瑰のシャッタ I をきつた 
その写真を一龙にあつめたのが7ヘス 
卜立川人•展」である* 

今年も出揃いました。ざつと"三十 
数人< 昨年と敗けず劣らず、まあ、よ 


か？ 


くち一 


こまで やつてくれるわ"とい 
ぅ人もい ます •あれ、この人、立川 
の人だつたの？と今さらながら"わ 
が街をふり返つてみたくなる幾枚か 
の写真をあなたはみつけるでありま 
しょぅ • 

* 末のあわただしい I 日、ぶらり、 
WILL 9階へ寄つてみませんか A 
胥年金嫌所がこの立川を f イス街！」 
と坪んだ！ S 持、この写真展をご覧に 
なれば、あなたも得心がいこう* 


一12月11日 g 午後2時に開展 
於•朝日ギヤラリ—(ウィル 9 F ) 


ア—トティレクタ— 


天野武男 
武网浩 三 

小^秀忠 


板橋一明 
武田和紀 


小林洋治 
吉田 II 治 



〈主催〉えくて^5ん iimH 塚 

〈後援〉立 Ml 商工会議所 
立川#年会攘所 
立川市文化連盟 

允川 rlf 社会福祉陆谦& 

铋和 銀行 

埼玉銀行 

» 一 肋.^銀 rr 

太 F » 神 r 銀行 

多* M 信用 金 # 

柬京都 K 錤行 

苗-!:® ^ 

1- 1銀行 

山 梨 中央銀行 


〈協賛〉 立川娛光協会 

允川 rfl 商店街 

振興紐合連' rt 会 



A 立川クイズ•答 ■ 

再，-: vlliwlili 、中场诗司，板谷« 
一郎•屮鴣舜 M ]、 桜井一一•男■鈴木 
济，阿郎 1 J - 蔵各氏と統き坝 * 長の 
5 Hr £- 上良氏で9代目。答えは® 

| 空爛：二 t - 柙人を试みょ n 

烏□匆匆 

S 飲浆□悄 


表紙は語る 

なんとも可®らしい表紙-•それ 
もそのはず、作者力森崎みゆきさ 
んは幼稚№1の先 H を七年もしてお 
られる大ベテランなのである* 
「あら、はずかしい、年がバレち 
やう」 

はにかむ口 t とから •& い由が 
こぼれる • 



「まだ•ひとに云える 2 S のキャリ 
アもないし•もつと光 W かたく？ 
んいらつしやるのに•いきなリ表 
紙に tt せていただくなんて，ユメ 
みたいです」 

パ/チワークを？ c いはじめて • 
まだ.年半。先輩のなかには*ま 
るでミシンのょぅに•正確に•速 
ぐ « つていくひともいるといぅ。 

「そこまではなかなか■で t •パ 
ノチワ—クつて，構想をねつてい 
る時から ^ かわくわくするはど Ifo 
臼い世界なんです」 

教室は国: ft 市の「キルトサーク 
ル •ビンクッション J < n o 425 
—76 IO 57 C 0 に通つている。 

「在紙にして頂いたのはパ , /チ7 
—クともい之ない、ただ子供たち 
のために _ つてみただけなんです」 

まだ独身なんですつて•モッタ 
イナイ- 



立川•歴史のひとコマ 

今立河氏のその後 

SHH 秀吉の小田原攻めのとき， 
立河氏は照龙を当主として功朵氏 
照の*下に班して秀古 
の¥努と戦いました。 

しかし天正十八年二 
五九〇)八王#城落城 
とともに立河氏一族は 
四故… 嫌 倉時代はじ 
めよリ立河郷に土普し 
#済寺に城郭を檠いて 
栄えた立河氏は滅亡し 
たのです。 

八•土子城落城の折， 

北粂氏照方の勇将-^ 

W 解由家範の奮！^と壮絶ハ患死は. 
後に徳川家®の耳に入り•いたく 
慼動した家*は•家範のふたりの 
子，助六郎照守と左肋信吉を召出 
して家名を樾がせました ■ 佰吉は 



その後•逋川傾房{水戸藩の ffi >に 
仕え•家老職に。 W 厉の許しを得 
て八王子の遺臣十七人を irH ^ r とし 
て水"*に迎えました。その中に 
立川 ft 内の名があり、この人が立 
河氏の出身で t が，なぜ立河から 
立川になつたかはさだ 
かでありません • 

八王- f の遑臣遠は八 
王と呼ばれ、屋舦 
のあるところは八主子 
町と名付けられました。 
立川宮内もここに居住 
しましたが•宮内の次 
男の子孫の家は H ハ八 
0 年改易に A い•さら 
に長労 の子 係も I 七六 
八年に何らかの理由に 
よつて水戸*を追放されました。 
今： n •水戸市における藩士立川氏 
の子係の# f 在は全くわかりません 
が•水戸市松本町の*典北ハ有%地 
に無 SE 仏になつている立川氏の tt 


が今も残つています。 

立川の性を名乘る家は，埂在立 
川市にもたくさんありますが，こ 
れはすべて明治以降に新たにおこ 
つた立川性で，歴史上の立河氏の 
後 e とは M 係ないとのことです。 
水戸 Tll ± 立川氏の子係は今•どこ 
にいるのでしょぅか？ 

なお、立川许内の ut 系ではあ9 
i せんが、同じ立 iil 氏の流れをく 
む立川<1を名乗る家が常時太田市 
にあることは-?-くから知られてい 
ました。ここに伝わる系 BI やその 
他の資料にょり■水户立川家の fr 
在がつきとめられたのは，昭和四 
1二年に刊行された r 立川市史 U .8 JK 
の時のことでした ■ { K . K > 
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真如苑だより 

立川にも冷たく¢1いた北晛 
か吹くよぅになリました. V , 
ぜわしい U 々のなかに*ふと 
兴如炖をおと fil てみる：な 
にか味かいものを感していた 
だけますよぅに • 

■ n 昤 12 H 13 日 itj 

午後2時 I 4時 
■ 钾 本眯、 A 如 t 物®をはじ 
め t L て映 ^ など£りだくさ 
んの W#. がしてござい1十 ” 

_ »): 川 rlf 民 <农入》(:限らせ 
て IB きます .h 

■ お 申1込み U 72. くてびあ 
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<工房から 

•本 ^ さんの店姐には , ? • くも•年 
の 瀬が やってきそうな^ 纪 です日 
その削に立川ではやらなけれ♦はな 
らないことがあります。 •「立 川 
入 • Kj がすっかり、統 者 の 1? さ 
まにはおなじみになりました"- 
モリ•クンじやありませんが 「友 
だちの 袷」を ひろげていただけれ 
ば、うれしく思います。 • 「3 6 
5句！*3は•まあ、申なる々レン 
ダ I なのですか•立川人がつかう 
と 飛び さり 面白い ように作られて 
いるのです。なにしろ、お 隣り の 
おばあちやんの「名作」が，ひよ 
つこリ，とびだしてくるという不 
思^ なカレンダ I なのですから： 
ただ • ヶ川人以外の方は，ちよっ 
と気がぬけたビ—ルというところ 
でしようか•ごめん" • 冬日に 
三 R 2 T あがりえくてびあん* 

■:«*> 光久 石* ft * 大* :玲+ 社 -f 
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「体は味を Ab わす J とい 
うの a 本扭らしい • シ x フ 
材丼泰人さんのおおらかさ 
が，土慊の铢そかもし出す • 

M んこ»—人前 ¥し〇00から 





二れはまた!#らしい板鑒 
付霣会場でみられる. 



や U リ榷瘦 S 雇のように、大勢 
で«をっっくのが«裏のょぅで. 



ろ••一子山郎堪出 
身の！ ' n : 力士が板埸 
にたつといぅ本格 
派だから、すっかり 
いい SI 持になつ— 
う。 柴埼町 三丁目 
S I ニニ八 




I 。 t ころが. 2年前に突 
如としてわが立川に r 相換 
H 理」#門店9場，その名 
も rf . 俵/なにし 


me こそ力士の金 
づな•「味」の军 CU 
*> 土俵』にあかるか， 



















